
様式第１号 令和６年度 部の運営方針管理書 

部 局 名 議会事務局 

部 局 長 名 佐野 哲也 

部の運営方針 ○安定した議会運営の推進 

 執行機関との綿密な調整を行い、安定した議会運営に努めます。 

  

○活発な議会審議の推進 

 議会基本条例に沿った議会運営をサポートするとともに、本会議・委員会審議の充実のための情報収集、情報提供を積極的に行います。 

 

○身近な議会の実現 

 読みやすくわかりやすい議会だよりの発行及びインターネット中継などホームページを通しての議会情報の発信を積極的に行います。 

 新議会システムを活用したオンライン会議等を研究し、推進していきます。 

 

○広域な議会連携活動の強化 

 全国・関東市議会議長会役員市として、また、千葉県市議会議長会会長市として広域的な情報交換を行うとともに、議会活動の連携強化に

努めます。 

 



 

 

部 局 名 議会事務局 

部 局 長 名 佐野 哲也 

部の運営方針

に対する総合

評価 

○安定した議会運営の推進 

 企画総務部をはじめとする執行機関との綿密な調整を行い、事前準備を徹底することで、円滑かつ的確に本会議及び委員会を運営すること

ができました。 

  

○活発な議会審議の推進 

 議会基本条例に沿った議会運営をサポートするとともに、本会議・委員会審議の充実のための情報収集、情報提供を積極的に行うことがで

きました。また、議会ペーパーレスシステム化用タブレットを１２月議会から導入したことに伴い、議会ＤＸによる効率かつ円滑な議会運

営を行うことができました。 

 

○身近な議会の実現 

 迅速な議会情報の提供に努め、わかりやすく、読みやすい議会だよりの発行及びインターネット中継の発信を行いました。 

 

○広域な議会連携活動の強化 

 全国・関東市議会議長会役員市として、また、千葉県市議会議長会会長市として千葉県内はもちろんのこと、全国的に情報交換を行うとと

もに、議会活動の連携強化に努めることができました。 
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部 局 名 監査委員事務局 

部 局 長 名 津川 雄飛 

部の運営方針 〇市の行財政運営の健全性と透明性を確保し、もって住民福祉の増進と市政に対する信頼確保を図るため、監査基準に基づいて常に独立的か

つ客観的な立場で公正な監査を行ない、その結果や意見を公表します。 

 

〇定期監査では、公正で合理的かつ効率的な行財政運営が図られるよう、重点監査事項を設けながら、予算の執行や契約事務の適正化、組織

運営の合理化、財源の有効活用などの状況について確認するとともに、必要に応じて指摘・指導を行い、改善を求めていきます。 

 

〇決算審査では、予算の執行や事業経営が適正かつ効率的に行なわれているか、また、決算書等の関係書類が正確に作成されているかなどの

審査を行います。併せて市の財政運営や公営企業経営の健全性を判断するため、健全化判断比率と水道事業会計・下水道事業会計の資金不

足比率の審査を行います。 

 

〇財政援助団体等の監査では、市からの補助金等交付団体や市の出資団体等に対し、財務事務等が適正かつ効率的に執行されているかなどの

監査を行います。 

 

〇市の一般会計及び特別会計と水道事業会計・下水道事業会計の現金出納事務については、毎月、適正に執行されているかを検査します。 

 

〇監査での指摘・指導事項については、的確に改善されるよう継続的なフォローを行います。 

 

〇法令の改正等については、十分な情報収集を行い、事務局内での情報共有を図り、監査体制の強化に取り組みます。 

 

〇適切で実効性のある監査を実施するため、研修会への積極的な参加や他市等との連携を図るとともに、監査情報の収集に努め監査委員への

サポート体制の充実を図ります。 

 



部 局 名 監査委員事務局 

部 局 長 名 津川 雄飛 

部の運営方針

に対する総合

評価 

部の運営方針に掲げた監査等については、令和６年４月１日に監査の基本方針や実施方針等を記載した「令和６年度監査計画」に基づき、次

のとおり監査等を実施し、その結果を公表しました。引き続き、常に独立的かつ客観的な立場で公正な監査等が行えるよう、事務局職員の研

修会への積極的な参加や他市等との連携を図り、監査に係る情報を収集するなど監査事務の充実に努めていきます。 

（１）定期監査         期間：令和７年１月１６日から令和７年２月６日まで 

                対象：全部局（全課） 

（２）財政援助団体等監査 

①出資団体         期日：令和６年８月６日 

                対象：我孫子市土地開発公社（主管課：財政課） 

②財政援助団体等      期間：令和６年８月３０日から令和６年１１月２７日まで 

                対象：西部福祉センター指定管理者（主管課：高齢者支援課） 

（３）決算審査  

  ①一般会計・特別会計    期間：令和６年７月１１日から令和６年８月６日まで 

                対象：一般会計、国民健康保険事業特別会計、介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計 

  ②公営企業会計       期間：令和６年６月１４日から令和６年７月２６日まで 

                対象：下水道事業会計、水道事業会計 

（４）基金運用状況審査     期間：令和６年７月１１日から令和６年８月６日まで 

                対象：修学資金貸付基金、高額療養費貸付基金、国保出産費資金貸付基金 

（５）健全化判断比率審査    期間：令和６年７月３０日から令和６年８月６日まで 

                対象：実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率並びにその算定の基礎となる事

項を審査 

（６）資金不足比率審査     期間：令和６年７月３０日から令和６年８月６日まで 

                対象：下水道事業会計及び水道事業会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を審査 

（７）例月現金出納検査     期日：原則として毎月２７日 

対象：一般会計・特別会計、下水道事業会計、水道事業会計 
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部 局 名 選挙管理委員会事務局 

部 局 長 名 高見澤 隆 

部の運営方針 【選挙の執行】 

〇令和７年４月に任期満了の千葉県知事選挙に備えるとともに、適正な選挙の執行に努めます。 

【投票環境の整備】 

〇投票しやすい環境づくりを進めるため、引き続き投票区の見直し、投票所の変更及び期日前投票所の見直し等を検討し、適切な投票環境の

向上に努めます。 

【選挙啓発】 

〇明るい選挙推進協議会と連携し、引き続き地道な啓発活動に努めるとともに、高校生を中心とした主権者教育や、これまで実施してきたＬ

ＩＮＥ・Ｆａｃｅｂｏｏｋでの啓発に加え、その他のＳＮＳを活用した啓発活動の実施により、若年層の選挙への関心を高める取組を進め

ます。また、正しい選挙運動の周知に努めます。 



 

 

部 局 名 選挙管理委員会事務局 

部 局 長 名 高見澤 隆 

部の運営方針

に対する総合

評価 

【選挙の執行】 

〇令和６年１０月２７日執行の衆議院議員総選挙は、任期満了を待たない急な解散による選挙かつ執行日までの準備期間が戦後二番目の短さ

の選挙執行となりました。入場整理券が公示日までに届かず、多くの問い合わせを受ける事態となるなど混乱はありましたが、選挙の執行

自体は問題なく終えることができました。 

また、令和７年３月１６日執行の千葉県知事選挙についても、適正な選挙の執行に努め問題なく終えることができました。 

【投票環境の整備】 

〇引き続き必要な投票環境の整備を行っていきます。 

【選挙啓発】 

〇明るい選挙推進協議会と連携し、新産業まつりでの啓発活動を実施しました。千葉県知事選挙時には我孫子・天王台・湖北・新木・布佐の各

地区で啓発活動を実施しました。 

〇市内小・中学校を対象に明るい選挙啓発ポスター・標語コンクールの実施や、市内の中学校４校、特別支援学校２校に選挙用備品の貸出を

しました。また、我孫子二階堂高校にて、総務省の主権者教育アドバイザー制度を活用し、出前講座及び模擬投票を実施し、若年層への選挙

の啓発に努めました。 

〇令和６年５月から開設した、Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）の選挙管理委員会アカウントにて、選挙に関する情報の発信を行いました。 
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部 局 名 農業委員会事務局 

部 局 長 名 大井 一郎 

部の運営方針 ・農業委員会等に関する法律の趣旨を踏まえ、農業委員と農地利用最適化推進委員が連携し、農地等の利用の最適化（担い手への集積・集約

化、耕作放棄地の発生防止・解消、新規参入の促進）に努めます。 

・農地の売買や転用について、農業者を代表する機関として、公平・公正に審査します。 

・農政課と連携し、農業の担い手の育成に努めるとともに、農業後継者の確保に取り組みます。                                                     

・遊休農地や無断転用の発生・防止に努めます。 

・農業における女性リーダーの育成、複数の女性農業委員と農地利用最適化推進委員の登用促進に向けた取り組みを進めます。 



 

 

部 局 名 農業委員会事務局 

部 局 長 名 大井 一郎 

部の運営方針

に対する総合

評価 

・農業委員会等に関する法律の趣旨を踏まえ、農業委員と農地利用最適化推進委員が連携し、農地等の利用の最適化（担い手への集積・集約

化、耕作放棄地の発生防止・解消、新規参入の促進）に努めました。 

・農地の売買や転用について、農業者を代表する機関として、公平・公正に審査しました。 

・農政課と連携し、農業の担い手の育成に努めるとともに、農業後継者の確保に取り組みました。                                                     

・遊休農地や無断転用の発生・防止に努めました。 

・農業における女性リーダーの育成、複数の女性農業委員と農地利用最適化推進委員の登用促進に向けた取り組みを推進しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


